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事例から学ぶ
⑥共有すべき事例の再発・類似事例

－「小児において年齢別に処方量や剤形が異なる医薬品」に関する事例－

■事例の内容

７ヶ月の女児に、ザイザルシロップ０．０５％５ｍＬ分２朝夕食後が処方された。

疑義照会したところ、２．５ｍＬ分1夕食後に変更となった。

■背景・要因

検診のため、医療機関は忙しかった。患者の２歳になる兄にも、ザイザルシロップ

０．０５％５ｍＬ分２朝夕食後の処方が出ており、続けて入力したために間違えた

ようである。

■事例が発生した薬局の改善策

未記載

➡この他にも事例が報告されています。

◆生後11か月の乳児に、ホクナリンテープ１ｍｇ１日１枚が処方された。通常、０．５～

３歳未満は１日１回０．５ｍｇであるため疑義照会すべきところだが、気付かずそのま

ま交付した。その後、交付者が薬剤服用歴に記載中に気付いた。処方医に確認したとこ

ろ、処方間違いであったことが判明した。処方医が患者の家族へ電話し、手持ちのホク

ナリンテープ１ｍｇを半分に切って１日０．５枚で使用するように指導した。すでに１

ｍｇ１枚で使用していたが、患者に副作用などは見られなかった。

◆６歳の小児に、ジルテックドライシロップ１．２５％１日０．８ｇ（成分量１０ｍｇ）分

２の処方が出た。成分量で１日１０ｍｇは、添付文書上７歳以上の分量に該当するため

疑義照会を行い、1日０．４ｇ（成分量５ｍｇ）分２へ変更となった。

＜参考＞ザイザルシロップ０．０５％の添付文書（一部抜粋）

【用法・用量】

　小児〕通常、６ヵ月以上１歳未満の小児には１回２．５ｍＬ（レボセチリジン塩酸塩として１．２５

ｍｇ）を１日１回経口投与する。通常、１歳以上７歳未満の小児には１回２．５ｍＬ（レボセチリジン

塩酸塩として１．２５ｍｇ）を１日２回、朝食後及び就寝前に経口投与する。通常、７歳以上１５歳未

満の小児には１回５ｍＬ（レボセチリジン塩酸塩として２．５ｍｇ）を１日２回、朝食後及び就寝前に

経口投与する。



❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

小児において年齢別に処方量や剤形が異なる医薬品に関するポイント

●小児用量は体重から算出することが多いが、「年齢」で区別されている医薬品があ

ることを知っておく必要がある。

●体内動態の違いから成人と小児の服用回数が異なるものがある。1日量が適切でも、

服用回数が異なることで1回量が過量となり副作用発現につながる危険性がある。

小児は体調の変化を言葉に表せず発見が遅れる可能性もあるため、特に注意が必要

である。

●調剤や鑑査時に確認できるように、医薬品ごとに小児用量を記載した一覧表を作成

し見やすい場所に配置するのも有効である。製薬企業が作成した一覧表もあり、有

効に活用していただきたい。

●小児の場合は兄弟で受診することがあり、処方医も思い込みが発生しやすい状況で

ある。薬局での調剤も同様であり、業務手順書を遵守することが重要である。

●交付後、家庭において正しく服薬するためには、患者ごと、医薬品ごとに識別でき

るように薬袋や薬包紙に工夫する配慮が必要である。

◆４歳の小児の処方せんに、キプレスチュアブル錠５ｍｇ１日１回就寝前と書かれていた。

処方医に疑義照会したところ、キプレス細粒４ｍｇに変更になった。

※小児の用法・用量については、平成２７年年報　２３５頁　図表６－４に年齢別処方量を掲載してい

ます。

＜参考＞キプレスチュアブル錠５ｍｇの添付文書（一部抜粋）

【用法・用量】

通常、６歳以上の小児にはモンテルカストとして５ｍｇを１日１回就寝前に経口投与する。

【使用上の注意】５．小児等への投与（１）１歳以上６歳未満の小児に対してはモンテルカスト細粒４

ｍｇを１日１回就寝前に投与すること。


